
子どもたちの元気なアートが可愛
い、トートバッグや缶バッチ。売上
のすべてが小児科環境改善の支援
に充てられます。

『キッズアートプロジェクト』の活動は、医師の渡邊嘉行先生の留学体験がきっ
かけでした。米国テキサス州『MDアンダーソンがんセンター』では、医療コン
プライアンス向上のため、子どもたちが病院内で授業が受けられ、投薬などの
治療が日常に溶け込むように配慮されています。院内売店には子どもたちが
入院中に描いた絵はがきが並び、一般市民はそれを購入したりボランティアで
子どもたちに授業をするなど、社会全体で応援しています。市街を走るのは、子
どもたちが描いたラッピングバス。中には、小児がんで亡くなられたお子さまが
描いたものも。活躍するバスの姿に、お子さまの家族は「私の子どもが社会の
なかで生き続けている」と誇りにされているのです。

きっかけは米ヒューストン留学時代
そこで見かけた１枚の絵はがき

帰国した渡邊先生は日本の子どもたちをとりまく療養環境の現状に対して米
国とのギャップを感じます。そこで「自分は成人の消化器内科が専門だが日本
の子どもたちのために何かできないだろうか」と小児科専門医の麻生健太郎
先生を訪ねたところ、麻生先生も海外留学先で同じような経験をしたとのこ
と。おふたりは意気投合し『キッズアートプロジェクト』をNPO法人として設立
する準備に取りかかりました。今では学生やアーティストも賛同し活動は順調
に成長中です。『キッズアートプロジェクト』では、このような活動が子どもたち
本人に対してのケアだけでなく、ご家族に一時的な休息の機会を提供するレス
パイトケアとしても期待できるのではと考えています。

日本の小児医療の現状にギャップを感じ
医師の仲間とNPO設立へ

プロジェクトの舞台は病院です。アートは病院で描かれ、病院から発信され、
病院から病院へ、みんなの町へ、世界中へ広がっています。『キッズアートプロ
ジェクト』では、段ボールを使ったアートやリンゴの描き方など、様々な方が子
どもたちにアートの楽しさを教える活動も行っています。子どもたちから感動
を与えてもらい、自身の取り組んでいるアート活動に多大な刺激を受けている
そうなのです。「日本の病院が、子どもたちにとって居心地がよく楽しめるとこ
ろになるように、みんなでもっと工夫していきたいですね」と渡邊先生と麻生先
生はおっしゃいます。

多彩なワークショップ内容は
子どもたちも家族も教える方もワクワク

病院で時間を過ごす子どもたちから不安な気持ちを取り除き、アートと共
に、一人でも多くの小児患者とその家族の笑顔が増えるために・・・。キッズ
アートプロジェクトへの参加を希望される病院の方、絵や工作などのアート
を子どもたちに教えて下さる方、プロジェクト活動をサポートしたいボラン
ティアの方を随時募集しています。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい。
また、企業や一般の方からの寄付も受け付
けています。CSR活動などの一環としての
ご検討も含め、宜しくお願い申し上げます。

プロジェクトへ参加されたい病院や
ボランティアの方々を募集しています。
また、企業や一般の方からの寄付も
受け付けています。

『キッズアートプロジェクト応援自販機』は、
キリンビバレッジバリューベンダー株式会社
の全面協力により実現した、『寄付型自販
機』です。これまでイベントに参加した子ども
たちが描いた作品でラッピングされていま
す。売上の一部がキッズアートプロジェクト
へ寄付され、NPO活動に使用されています。

※ご要望に応じて、設置先で集めた作品をデザ
インしたり、自販機設置と連動したアートイベン
トの開催も可能です。詳細などは、キッズアート
プロジェクトにお気軽にお問い合わせください。

子どもたちの作品が
デザインされた、
オンリーワンの自販機

ボールペンアートで有名な佐藤明日
香さんとパイロットコーポレーション
さんのご協力により開催。

キッズアート
プロジェクトとは？

アートの作成を通じて入院生活を楽しみ、お友達同士をたたえ合い、
治療と向き合う「病院で過ごす子どもたち」が主役のプロジェクトです。
詳しくはWEBへ▶kidsartproject.jp

〒216-8511
神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1 
聖マリアンナ医科大学
小児科内キッズアートプロジェクト事務局 
担当：塩谷尚子宛 info@kidsartproject.jp

プロジェクトに関するお問い合わせ

これまでのワークショップ

可愛いグッズで
応援しよう！

毎日着るものだから、
気分が良くいられるために
ユニフォームはかっこよく！
NPO 法人キッズアートプロジェクト理事
麻生健太郎 医師

（聖マリアンナ医科大学 小児科学教室
准教授）

心身共にリフレッシュできて、
着心地がいいユニフォームだと、
本当に元気になれますよね。
NPO 法人キッズアートプロジェクト理事長
渡邊嘉行 医師

（医療法人社団　和光会　
総合川崎臨港病院　院長）

病気とたたかう子どもたちを笑顔にしたい

ストリングス・アーティストのささきも
と子さんにご協力いただき開催。ハン
モックの糸で作成した個性的な立体
作品です。

ハンドスタンプで大きな樹を作成。入
院中の子どもたちは、絵の具だらけで
大喜び。

カラフル・ヒモで遊ぼう！

白衣に絵を描こう！

72-1224 ジャケット
（ブルー／ネイビー）▶P71

72-1228 ジャケット
（ネイビー／ブルー）▶P71

設置して
応援しませんか？

聖マリアンナ医科大学小児科外来待合室前にてアク

アリウムイベントを開催。自分が描いた絵をスキャン

すると、プロジェクタで投影された水槽の中で元気に

泳ぎ回る姿に、子どもたちだけでなく大人も大興奮

で、大いに盛り上がりました！

医療従事者の方にもっと知っていただき、活動を広めていきたいと考え、
プロジェクトを取材。 想いをおうかがいしました。

ハンドアートプロジェクト

0706
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